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１.はじめに 
 1-1 研究背景 

社会的にも⽇常の⽣活の質の⾼さが求め
られる現代において、⽇常に癒しや寛ぎを
与えてくれる公共的空間が求められるよう
になった。またコロナ禍によるニューノー
マル時代に突⼊しさらに公共的空間の需要
は⾼まったといえる。しかし⽇本では、街で
はなく空間のみに焦点を当て、利⽤者の視
点に基づいた空間の「居⼼地の良さ」に関す
る研究は未発達であり、⾏政は公共的空間
の整備のための有効な調査を⾏うことが出
来ていないのが現状である。 
1-2 本研究の⽴ち位置と⽬的 

そこで本研究では国内にて⾏政が都⼼の
広場を調査する調査⽅法の検討を⾏った。
調査の結果、現在の調査⽅法は種類が少な
く東京都２３区内で⾏われている調査⽅法
は５種類のみであった。⺠間委託してコメ
ントを集めるなどの取り組みも⾒られたが、
⾏政主体で⾏う調査はほとんどが緑の実態
調査のみであった。そのような環境下で⽬
⿊区は利⽤者の視点を把握するための利⽤
者数調査や区⺠意向調査を⾏っていたが、
調査⽅法として調査形態や内容が不⼗分で
あり、空間の居⼼地の良さの把握には繋が
っていないという課題がある。 

そこで利⽤者の感覚を把握するため、イ
メージマップというツールを⽤いたインタ
ビュー調査を⾏うことにより、効率的かつ
明確に⼈々の居⼼地の良さを把握すること

の出来る調査⽅法を提案することを⽬的と
した。 
２.研究⽅法 

今回は研究⽅法として⽂献調査と実証実
験を⾏った。まず⽂献調査にて国内外に関
わらず従来の様々な「居⼼地の良さ」の調査
⽅法、都市空間の調査⽅法を検討し、その調
査⽅法の特性を理解し課題を明らかにした。
次に対象地である洗⾜駅前ふれあい広場の
利⽤者を対象にイメージマップを⽤いたイ
ンタビュー調査を 2020 年 10 ⽉〜2021 年
12⽉に実施し、イメージマップが利⽤者の
視点の把握に繋がるのかを明らかにするこ
とを⽬的とした。 
3.「居⼼地の良さ」の定義 
3-1 居⼼地の良さの従来の調査⽅法 

「居⼼地の良さ」という主観的な感覚は、
医⼯学や⼼理学など様々な学問から研究さ
れているが、物理的に測定不可能であった
り、⼈間関係との相関が考察されたりして
おり、空間と⼈間との関係のみに焦点を当
てた「居⼼地の良さ」の研究に関しては未発
達であることが分かった。 
3-2「居⼼地の良さ」の定義 

まず「居⼼地の良さ」とは利⽤者側の感覚
であり、居⼼地について考えることは対象
物に対し利⽤者視点で考えることが前提と
なる。以上を踏まえた上で本研究における
定義は、その空間に訪れた⼈（利⽤者）が、
「落ち着く、このままずっとここに居続け
たい」と感じることである。この感覚のポイ



ントは受動的であることだ。 
空間づくりを⾏う⽬的には２種類あると
考える。（図２参照）１つ⽬は観光スポット
として宣伝を⾏ったりイベント等を開催し
たりすることにより、⼈々に能動的にその
空間に⾏きたいと思わせるような空間づく
りである。２つ⽬は空間の整備を⾏うこと
により、⼈々が訪れた時に、このままずっと
居続けたい、落ち着く、⽬的はないがこの場
にいたいと受動的に思わせる空間づくりで
ある。本研究では後者の空間づくりに着⽬
し調査を実施することとした。     
図１ 「空間づくりの分類」 筆者作成 

 
4.都市空間の調査⽅法における従来の研究 
4-1 海外における都市空間の調査⽅法 
本稿では⼈間を主役に置いた公共空間の

ありかたについて先駆的な研究を⾏なって
いるパブリックライフ学iに依拠した具体的
な調査⽅法を９つ挙げる。 
調査⽅法を⽅法の観点から⼤きく分類する
と３つに分けられる。 
表１ 調査⽅法の分類 筆者作成 

観察調査 有識者による

実地調査 

聞き取り調査 

カウント調査 写真撮影 聞き取り調査 

マッピング調

査 

観察⽇誌  

軌跡トレース

調査 

実地調査  

⾏動追跡調査   

痕跡を探す   

4-2 国内における都市空間の調査⽅法 
図２「東京 23 区における調査⽅法」筆者作成

 
上記の表から東京 23 区の⾏政において⾏

われている公園に関する調査は⼤きく分け
て 5 種類あることがわかった。割合は図２
の通りである。みどりの実態調査や調書な
どの公園や広場の量的データの調査のみを
⾏なっている⾏政が多く、利⽤者視点の聞
き取り調査を⾏なっている区は全体の 8％
のみであった。アンケート調査やカウント
調査を⾏なっている区も全体の 27%と少な
く、さらに調査内容が公園全体の満⾜度や
選択肢のあるインタビュー調査など、空間
の利⽤者のニーズを把握することが⽬的で
はない調査であった。また利⽤実態調査の
調査内容が公園の利⽤頻度を問うだけであ
り、公園や広場等の空間を充実させるため
に活かすデータとは⾔い難いものであった
りする等の課題が挙げられた。したがって
東京 23 区にて公園の利⽤者の声を聞く⾏
政の調査は調査⽅法として不⼗分であり、
改善の余地があることが分かった。 
5.実証実験を通した調査⽅法の検討 
5-1 イメージマップを⽤いた調査の検討 

これまでの調査から⼈間に注⽬を置いた
空間づくりのためには利⽤者の視点を把握
することが重要であるが、直接利⽤者の視
点を把握する調査の⽅法であるアンケート
調査、インタビュー調査には課題が多い。 
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 そこで、より明確かつ効率的に居⼼地の
良さを把握できるツールとして、本調査で
はイメージマップを⽤いることを提案する。
イメージマップは「都市のイメージii」（リン
チ 2007）にて⽤いられ研究されている、都
市を評価するためのツールである。 
5-2 イメージマップを⽤いた実証実験 
表２「調査⽇時と調査対象者」出所：筆者作成 

調査段階 調査⼈数 調査対象者 実施⽇時 

プレ調査 ３名 家族 2020/10/8 

実地調査① ４名 洗⾜グリーンクラブの

⽅々 

2021/01/04 

実地調査② ７名 近所の⽅々 2021/11/18~12/2 

それぞれ調査後に課題と改良点をアプロ
ーチとして整理し、そのアプローチに従い
次の調査を⾏うという過程を繰り返し計３
回実施した。 

 
5-3 調査⽅法の提案 

その過程から導いた新たな調査⽅法を以
下に提案する。まず調査⽅法は全体の利⽤
状況を把握する調査と利⽤者の視点を把握
する調査の２種類が必要である。そこでカ
ウント調査（２種類の調査シートあり）とイ
メージマップのツールを⽤いた聞き取り調
査の２つの調査⽅法を組み合わせて⾏うこ
ととする。 

図３「新たな調査⽅法の概念図」出所：筆者作成 

 

全体の利⽤状況を把握するための調査⽅法
としてはカウント調査を⾏う。最も調査が
しやすく⽅法がわかりやすいからである。
本調査では利⽤内容カウント調査シートと
滞留場所カウント調査シートの２種類の調
査シートを⽤いる。滞留⾏動内容調査シー
トにおける滞留⾏動内容の項⽬は実地調査
を経て改善を重ねた結果以下の項⽬となっ
た（図４）。 
図４「利⽤内容カウント調査シート」出所：筆者作成 

 
 またそれらの⾏動がどこで⾏われたかも
把握するため、滞留場所調査シート（図５）
を⽤いてその空間のマップ上に滞留者数を
プロット（滞留場所が重なった場合は正の
字で数をカウント）し、滞留場所を記録する
ことで全体の利⽤状況を把握する。 
図５「滞留場所調査シート」出所：筆者作成 

公園利⽤者数調査シート
公園名称
調査⽇時 (平⽇/休⽇)  天候
調査時間 8:00 10:30 13:00 15:00 19:00 計
気温
⽇向率

利⽤者層 幼児
⼩学⽣
中⾼⽣
成⼈
60歳以上

利⽤内容 （遊具）
（トイレ）
通過
⽔飲み
ストレッチ
⾃転⾞置く

滞在⾏動内容/⽴つ ⾷べる
飲み物を飲む
何かを⾒る
休息
⽇光を楽しむ
⽤を済ませる
挨拶や会話
読む
電話

座る ⾷べる
飲み物を飲む
何かを⾒る
休息
⽇光を楽しむ
⼀旦⽴ち⽌まり⽤を済ませる
挨拶や会話
読む
電話
喫煙
スマホ、PC⾒る
その他

グループ構成 ひとり
夫婦、友⼈
家族、⼦連れ
グループ
園外保育
計



 
利⽤者視点の調査としてはイメージマッ

プを⽤いた聞き取り調査を⾏う。聞き取り
調査を⾏う理由としては、誰に対しても居
⼼地の良い空間にするために、利⽤者の意
⾒を聞き取りした⽅が良いということと、
有識者による実地調査は各⾏政に有識者が
必要になってしまうからである。研究を⾏
う際には有識者による実地調査も有効では
あるが、⾏政が政策の⼀環として、誰に対し
ても居⼼地の良い空間を作るためには、幅
広い年代の利⽤者の⽅に聞き取り調査を⾏
う⽅法が良いと考えた。 

このときの⼿順としては、まず被調査者
の公園の利⽤状況についてインタビュー調
査を⾏い、気がついたことをイメージマッ
プに描き込んでもらうという流れで実施す
る。この時マップを⽤いる際に気をつける
べき点が３つある。１点⽬は広場の⼤まか
な配置図を元から描いておくことである。
⽩紙からでは何を描いたらいいのか分から
ず、⾒本を写す⼈が多発するためである。こ
の時、広場の図は絵のみで⽂字を⼊れない
ことが重要である。なぜなら被調査者の好
みに合わせて縦横を変えられるようにした
⽅が良いからである。ちなみに、この⼤まか

 
iヤン・ゲールにより⼈間の⾏動を理解し、パブリックライ

フを体型的に調査する⼿法を検討する研究 

な配置図は⽩紙から描くイメージマップと
は異なるため、イメージ書き込みマップと
命名することとする。２点⽬は、何か気づい
たことは絵にこだわらず⽂字でも良いので
補⾜してもらうことだ。絵を描いて欲しい
という⾔葉に⼾惑ってしまう⽅の抵抗を少
しでも減らすため⽂字での描き込みを促す。
３点⽬はイメージのスタート地点とゴール
決めそれに従って聞き取りを⾏うことであ
る。リンチのイメージマップでは、道順から
イメージ想起するという過程を作ることが
調査⽅法のポイントとして挙げられていた。 
図６「イメージ描き込みマップ」出所：筆者作成 

 
6.結論 
以上の調査を実施することで明確かつ効

率的に居⼼地の良さをはかることが出来る
と考えた。 

しかし今回の調査はデータ数が少ないこ
と、調査対象の広場が１つしかないことが
課題である。今後は他の種類の広場や公
園などでも調査を⾏うことにより、多様
な公共的空間に通ずる調査⽅法を提案
し、⽇本の公共的空間をより居⼼地の良
いものにしていくことに貢献したい。 

ⅱ）Camillo Sitte,Kevin Lynch,1960『The Image of the 

City』(丹下健三・富⽥玲⼦訳,2007,『都市のイメージ』,岩

波書店) 

 


